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町
で
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
３
か
年
計
画
で
、「
食
育
」
に
つ

い
て
、
文
部
科
学
省
や
県
教
育
委
員
会
の
協
力
の
も
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
研
究
に
よ
っ
て
子
ど
も
た
ち
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
を

取
り
巻
く
環
境
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
探
り
ま
す
。

町
で
は
、
平
成
７
年
度
か
ら
子

ど
も
た
ち
が
肥
満
、
運
動
不
足
な

ど
に
な
ら
な
い
よ
う
、「
小
児
生

活
習
慣
病
予
防
検
診
事
業
」
を
展

開
す
る
一
方
、
平
成
12
・
13
年
度

に
は
県
教
育
委
員
会
よ
り
委
嘱
を

受
け
、「
小
中
連
携
教
育
」
の
実

践
、
さ
ら
に
平
成
15
年
度
に
は
文

部
科
学
省
よ
り
「
安
全
か
つ
安
心

な
学
校
給
食
推
進
事
業
」
の
委
嘱

●
研
究
の
経
緯

を
受
け
、
健
全
な
子
ど
も
た
ち
の

発
育
に
関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
研
究

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
事
業
を
実

践
し
て
い
く
中
で
、
朝
食
欠
食
児

童
の
増
加
や
食
生
活
の
乱
れ
な

ど
、
現
在
の
子
ど
も
た
ち
の
実
態

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
そ
の
中
、
平
成
16
年
度
か
ら

３
年
間
、
文
部
科
学
省
よ
り
、

「
学
校
を
中
心
と
し
た
食
育
推
進

事
業
」
の
委
嘱
を
受
け
る
こ
と
と

な
り
、
実
践
中
心
校
と
し
て
、
小

〜
学
校
給
食
は
生
き
た
教
材
〜

Ｗ
Ｇ
Ⅰ：

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

を
中
心
に

こ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
豊
か
な

自
然
の
残
る
伊
奈
町
で
栽
培
さ
れ

る
農
作
物
に
注
目
。
地
域
と
の
連

携
を
重
点
項
目
と
し
、
Ｊ
Ａ
や
関

東
農
政
局
な
ど
の
各
関
係
機
関
の

協
力
の
も
と
、
身
近
な
農
作
物
の

給
食
食
材
へ
の
提
供
、
生
産
者
と

の
交
流
給
食
会
な
ど
を
実
施
し
、

地
産
地
消
に
対
す
る
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

〜
知
・
徳
・
体
を
支
え
る
食
育
〜

Ｗ
Ｇ
Ⅱ：

学
校
を
中
心
に

こ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
学
校
の

授
業
の
中
で
食
育
を
理
解
す
る
こ

と
に
重
点
を
お
き
ま
し
た
。
例
と

し
て
、
米
作
り
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘

り
、
搾
乳
な
ど
の
実
体
験
を
通
じ

た
授
業
展
開
、ま
た
、総
合
的
な
学

研
究
で
は
、
学
校
給
食
推
進
事

業(

Ｗ
Ｇ
Ⅰ)
、
学
校
教
育
推
進
事

業(

Ｗ
Ｇ
Ⅱ)

、
啓
発
事
業(

Ｗ
Ｇ

Ⅲ)

の
３
つ
の
重
点
事
業
か
ら
、

研
究
テ
ー
マ
に
基
づ
い
た
、
各
種

事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
し
た
。

(

別
図
参
照)

※
Ｗ
Ｇ
…
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

学校を中心とした食育推進事業 

給食センターを 
中心に 学校給食は生きた教材 

食生活環境の整備 学校給食 
推進事業 

WGⅠ 

学校を中心に 
知・徳・体を支える食育 

地域ネットワークの構築 学校教育 
推進事業 

WGⅡ 

家庭・地域との 
連携を中心に 早寝・早起き・朝ご飯 

家庭・地域との連携を中心に 
啓発事業 WGⅢ 

重点事業 文部科学省委嘱 

室
小
学
校
と
伊
奈
中
学
校
を
指
定

し
、
ま
た
研
究
協
力
機
関
と
し
て

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
指
定
し
、

各
種
食
育
関
連
事
業
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
。

●
研
究
の
構
想

〜
食
育
を
通
し
て
、
豊
か
な
心
を

は
ぐ
く
み
、
地
域
と
と
も
に
生
き

る
子
ど
も
の
育
成
〜

●
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の

取
組
み



INA 2006.12 3

毎
日
朝
食
を
食
べ
て
い
ま
す
か 

（
毎
日
食
べ
て
い
る
児
童
生
徒
の
割
合
） 
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●文部科学省から委嘱を受け、平成16年度から
「学校を中心とした食育推進事業」がスタート
しましたが、実際に事業を進めていくなかで、
どのような印象を受けましたか？
改めて、食育が今日的な重要課題であり、食
育への関心の高さを実感として感じ取ることが
できました。
また、学校を取り巻く地域には、食の生産・
流通・調理・販売に関わる方々がおり、うまく
学校での食育推進事業でご活躍いただくことが
できたことは、今後の食育推進事業を展開する
うえで、素晴らしいネットワークが構築できた
と思っています。
国で策定した食育推進基本計画(私も関わら

せていただきました)では、ネットワークや連
携がキーワードとなっており、家庭・学校・地
域が連携を組み、食育を展開することがうたわ
れていますが、食育の総合的な展開の一つの食
育推進の伊奈町モデルを提供できたと感じてい
ます。

●小室小学校では、稲作体験やわくわくモー
モースクールなどのさまざまな体験をされまし
たが、子どもたちの食に関する意識はどのよう
に変わったと思われますか？
各種体験や経験を通して食べることは｢いの

ち｣をいただいていること、｢いのち｣の循環に
ついて感じ取ったこと、また、朝ごはんを食べ
ることが大切であることを感じ取ってくれるよ
うになったと思います。
しかし、意識化は図られても、実際の食行

動・食生活となると難しい面が感じられます。

●今回の食育事業を通じ、一番重要だと感じた
点は何でしょうか？
食は、本来、家庭の私的でプライベートなこ
とであり、学校教育で扱うこと自体が問題であ
ると感じています。
食育は、何を食べなさい、これを食べなけれ
ばいけないということではなく、食という窓か
らもう一度、各家庭の食の在り方を見直すと共
に食糧自給率など、よりグローバルな視点で食
を見ていってほしいということです。
子どもたちの食べる力は、そのまま生きる力
であり、学ぶ力、運動する力、人を思いやる力、
生気の源でもあります。その力をもう一度、食
育を通して学校・家庭・地域が一緒になって運
動として身に付けていきたいと感じています。

●子どもたちに対して、食育事業を通じての
メッセージをお願いします。
２つの点について考えてほしいと思います。
食べ物を目の前にしたとき、なぜ、自分たち
は食べるのか、食べなかったらどうなるのか、
どこからこの食べ物は来たのか、どんな思いで、
この食べ物を調理し、食材を作り、食材を運ん
できたのか、考えてほしいと思います。
また、食に関して人や動植物の「いのち」に
感謝しているか、食べ残しをしていないか、栄
養的にバランスよく食べているか、おいしく味
わって食べているか、併せて、たくさん運動し
ているかなどについて考えながら、これまでの
自分や家族の食生活や生活リズムを見直して
いってもらいたいと思います。

習
の
時
間
で
は
、
食
の
重
要
性
を

子
ど
も
た
ち
自
ら
学
べ
る
よ
う
地

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

〜
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
飯
〜

Ｗ
Ｇ
Ⅲ：

家
庭
・
地
域
と
の

連
携
を
中
心
に

こ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
小
中
連

携
教
育
の
特
質
を
生
か
し
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ

た
食
生
活
の
工
夫
・
改
善
に
着

目
。
教
職
員
だ
け
で
は
な
く
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
も
参
加
し
て
の
講
演
会
や
各

種
料
理
教
室
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

各
グ
ル
ー
プ
の
事
業
に
基
づ
い

た
成
果
を
実
践
校
だ
け
が
享
受
さ

れ
る
の
で
は
な
く
、伊
奈
町
全
体
の

取
組
み
と
し
て
、
共
通
理
解
を
図

る
た
め
に
、
全
教
職
員
を
対
象
に

食
育
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

学
校
･
家
庭
･
地
域
が
連
携
し
、

「
食
」に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
展
開
し
た
結
果
、
児
童
生
徒
が

お
い
し
そ
う
に
野
菜
や
給
食
を
食

べ
る
姿
に
感
動
し
た
生
産
者
の

方
々
の
営
農
意
欲
の
再
興
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
家
庭
で
は
食

卓
で
の
食
に
関
す
る
会
話
が
増

え
、
朝
食
の
欠
食
率
も
減
少
す
る

と
い
っ
た
効
果
が
見
ら
れ
、
学
校

で
は
給
食
の
残
菜
率
が
大
幅
に
減

る
な
ど
、
食
に
対
す
る
理
解
が
深

ま
り
、
豊
か
な
心
の
醸
成
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

(

別
添
グ
ラ
フ
参
照)

ま
た
、
地
域
ぐ
る
み
で
食
育
の

推
進
を
積
極
的
に
行
っ
た
成
果
が

認
め
ら
れ
、
平
成
17
年
に
は
「
埼

玉
県
食
の
安
全
大
賞
」
を
受
賞
し

ま
し
た
。

今
回
、
町
が
食
育
事
業
に
熱
心

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
背
景

に
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
生
活
習
慣

病
予
防
事
業
や
義
務
教
育
中
、
連

続
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
活
動
を

展
開
で
き
る
小
中
連
携
事
業
と

い
っ
た
土
台
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
地
元
の
生
産
者
の
方
々

や
各
関
係
機
関
の
協
力
、
そ
し
て

何
よ
り
家
庭
の
理
解
が
あ
っ
て
こ

そ
成
り
立
っ
た
事
業
と
思
わ
れ
ま

す
。
食
育
の
学
習
は
、
生
活
習
慣

の
改
善
や
道
徳
教
育
、
環
境
教
育

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
に
通
ず
る

も
の
で
、
今
後
も
学
校
・
家
庭
・

地
域
と
い
う
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
よ
り
充
実
さ
せ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
身
近
な
環
境
か
ら
食

を
考
え
る
。
子
ど
も
た
ち
の
健
全

な
発
達
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
ご
家

庭
で
も
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

●
共
通
理
解
の
徹
底

●
食
育
事
業
の
成
果

〜
埼
玉
県

食
の
安
全
大
賞
を
受
賞
〜

●
今
後
の
課
題

渡辺　俊行
小室小学校校長　


